
賀
正

　

旧
年
中
は
ご
愛
読
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
昨
年
は
大

気
が
非
常
に
不
安
定
な
状
況
が
重

な
り
、
各
地
に
大
雨
が
降
っ
た
り

ま
た
、
高
気
圧
に
よ
り
酷
暑
日
が

続
き
、
八
王
子
市
で
は
40
・
3
℃

と
い
う
記
録
的
な
暑
い
日
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
、
昨
年
は
何
時
ま
で
も
、
暑
い

日
が
続
き
、
こ
こ
に
来
て
、
秋
雨

前
線
の
停
滞
の
影
響
で
秋
季
の
期

間
が
な
く
、
紅
葉
の
色
付
き
が
悪

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
秋
口
に

な
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
幅
に

流
行
し
て
い
ま
す
。
基
本
的
な

「
感
染
対
策
」
の
徹
底
と
「
風

邪
」
に
は
十
分
注
意
し
て
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

　

今
号
で
は
、
新
年
の
挨
拶
と
文

化
祭
の
報
告
、
町
会
・
自
治
会
地

域
の
P
R
、
サ
ロ
ン
の
報
告
、
市

民
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
等
々
を
掲
載

し
お
届
け
致
し
ま
す
。
本
年
も
ご

愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
広
報
委
員
一
同
）
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編

集

後

記

中
野
市
民
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

日
頃
よ
り
当
館
を
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
秋
か
ら
冬
に

な
り
ま
し
た
ね
。
皆
様
お
体
に
お

気
を
つ
け
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　

昨
年
の
十
月
か
ら
業
務
員
に
な

り
ま
し
た
、
矢
島
と
申
し
ま
す
。

私
は
食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
で

す
。
昨
年
の
七
夕
祭
り
や
文
化
祭

で
鮮
度
の
良
い
お
野
菜
や
出
来
立

て
の
焼
き
そ
ば
や
田
楽
、
お
赤
飯

等
買
う
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く

て
、
味
も
と
て
も
美
味
し
か
っ
た

で
す
。
農
業
祭
で
も
沢
山
購
入
し

た
り
、
い
ち
ょ
う
祭
り
で
食
べ
歩

き
し
な
が
ら
イ
チ
ョ
ウ
を
見
た
り

し
て
、
充
実
し
た
一
年
に
な
り
ま

し
た
。

　

九
月
と
十
一
月
に
新
人
の
方
が

二
名
入
り
、
ど
ち
ら
も
優
し
い
男

性
ス
タ
ッ
フ
で
す
。

　

当
館
は
雨
漏
り
修
理
を
終
え
ま

し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

今
後
と
も
中
野
市
民
セ
ン
タ
ー

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
業
務
員 

矢
島 

萌
美
）

令
和
八
年 

新
年
の
挨
拶

　

中
野
地
域
住
民
協
議
会　

会
長

　

中
野
市
民
セ
ン
タ
ー　
　

館
長

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

栄
治

　

今
年
は
馬
年
、
飛
躍
の
年
。
進

歩
、
発
展
、
活
動
を
可
能
と
す
る

歳
で
も
あ
り
何
も
の
に
も
迷
わ
ず

目
標
に
向
か
っ
て
力
強
く
進
む
姿

は
美
し
く
気
持
ち
の
良
い
も
の
で

す
。

　

昨
年
の
文
化
祭
は
、
八
王
子
芸

術
祭
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
若
い
芸
術

家
の
演
奏
会
、
創
価
大
学
の
パ
イ

オ
ニ
ア
吹
奏
楽
団
の
演
奏
と
続

き
、
大
勢
の
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

中
野
上
町
地
区
が
八
王
子
芸
術

祭
二
〇
二
五
の
開
催
地
と
な
り
こ

の
地
域
は
、
織
物
工
場
、
撚
糸
工

場
、
染
色
工
場
が
多
く
存
在
し
て

居
ま
し
た
。
当
時
を
思
わ
せ
る
工

場
跡
地
を
利
用
し
て
若
手
芸
術
家

た
ち
が
機
の
街
を
テ
ー
マ
に
イ
メ

ー
ジ
し
た
作
品
を
多
数
展
示
し
各

所
に
美
術
館
と
し
て
多
く
の
方
々

に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
し
な
が
ら

街
の
歴
史
、
風
土
、
自
然
を
感
じ

な
が
ら
多
彩
な
ア
ー
ト
を
巡
る
良

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
片
倉
製
糸
工
場
寮
の
解
体

廃
材
を
活
用
し
地
域
の
子
ど
も
達

に
も
お
も
い
お
も
い
の
お
地
蔵
さ

ん
作
り
に
参
加
し
て
想
い
出
作
り

に
貢
献
出
来
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
で
住
民
協
が
三
十

五
年
目
に
な
り
ま
す
。
住
民
協
の

諸
先
輩
達
が
制
作
し
使
用
し
て
い

る
機
材
類
も
老
朽
化
が
進
み
、
新

規
に
入
れ
替
え
る
時
期
に
な
り
、

各
行
事
時
に
も
町
会
・
自
治
会
か

ら
器
具
を
借
用
し
て
い
る
状
態
で

す
。
今
年
は
三
十
五
周
年
記
念
事

業
を
行
わ
ず
器
具
機
材
の
購
入
を

検
討
し
、
町
会
・
自
治
会
か
ら
の

借
用
品
を
な
く
し
、
不
要
な
機
材

は
廃
棄
し
セ
ン
タ
ー
の
物
置
を
使

い
易
く
す
る
等
、
又
七
夕
ま
つ
り

に
使
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
竹
材
が

破
損
し
、
新
し
く
作
る
方
向
で
進

め
、
行
事
に
使
用
す
る
机
、
椅
子

等
は
収
納
場
所
が
区
別
で
き
る
よ

う
改
善
す
る
。

　

役
員
も
更
に
高
齢
化
が
進
む
と

共
に
事
務
局
、
サ
ロ
ン
担
当
、
会

計
補
佐
、
特
に
女
性
役
員
が
い
な

い
た
め
食
事
賄
い
な
ど
皆
さ
ん
に

ご
迷
惑
か
け
て
い
ま
す
の
で
女
性

役
員
を
推
薦
し
て
下
さ
い
。

　

役
員
一
同
中
野
地
域
の
活
動
し

や
す
い
環
境
作
り
に
努
め
、
中
野

地
域
住
民
協
議
会
の
意
義
あ
る
活

動
の
素
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
活
動
報
告

　
　
　
　
　
　

担
当　

渋
谷
康
夫

第
八
十
六
回

　

令
和
７
年
９
月
27
日
（
土
）

　

参
加
者
12
名

　

器
具
を
使
っ
て
健
康
体
操

　

講
師　

松
島
み
え
子
氏

第
八
十
七
回

　

令
和
７
年
10
月
26
日
（
日
）

　

参
加
者
11
名

　

果
物
・
野
菜
・
花
の
ス
ケ
ッ
チ

　

講
師　

川
田
シ
ズ
ヱ
氏

第
八
十
八
回

　

令
和
７
年
12
月
20
日
（
土
）

　

参
加
者
15
名

　

し
め
縄
作
り

　

指
導　

館
長

今
後
の
予
定

第
八
十
九
回

　

令
和
８
年
２
月
21
日
（
土
）

　

ボ
ッ
チ
ャ
で
楽
し
む

６
町
会
合
同
ふ
れ
あ
い
運
動
会　

九
小
・
二
中
地
区
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

運
営
委
員
長　

遊
作 

福
重

　

雨
天
が
予
報
さ
れ
て
い
た
十
月
五
日
、
全
く
の
曇
天
で
絶
好
の
運
動
会
日
和
。
６
町
会
の
第
十
二
回
地
域

ふ
れ
あ
い
運
動
会
を
九
小
で
行
っ
た
。
初
宿
市
長
に
も
ご
挨
拶
を
戴
い
た
あ
と
、
玉
入
れ
、
ケ
ツ
圧
、
宝
さ

が
し
、
パ
ン
食
い
、
借
り
物
、
町
会
対
抗
競
技
、
太
陽
お
ど
り
な
ど
の
競
技
演
技
を
行
っ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
十
五
団
体
の
皆
様
に
は
、
景
品
・
参
加
賞
の
買
出
し
か
ら
競
技
用
具
の
準
備
な
ど
運
動

会
の
運
営
を
お
願
い
し
た
。

　

参
加
者
総
数
は
三
百
名
を
超
え
た
が
、
各
町
会
は
参
加
者
を
募
る
努
力
を
行
う
事
に
よ
り
、
町
会
活
動
の

発
展
を
期
待
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
参
加
者
百
名
の
東
三
町
会
は
、
今
年
も
総
合
優
勝
を
飾
っ
た
。



（3） い ぶ き 第70号　 　第70号 い ぶ き （2）

第
三
十
二
回
文
化
祭
を
終
え
て

　
　
　

実
行
委
員
長　

翰
玉　

悠

　

令
和
七
年
十
一
月
一
日（
土
）、

二（
日
）の
二
日
間
を
か
け
ま
し

て
、
第
三
十
二
回
中
野
市
民
セ
ン

タ
ー
文
化
祭
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
各
町
会
・
自
治
会
の

方
々
、
役
員
を
含
む
住
民
協
委
員

の
方
々
、
そ
し
て
セ
ン
タ
ー
職
員

の
方
々
、
皆
さ
ま
の
お
か
げ
を
も

ち
ま
し
て
無
事
開
催
で
き
ま
し
た

こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
ご
多
忙
に
も
関

わ
ら
ず
八
王
子
市
初
宿
市
長
、
八

王
子
市
学
園
都
市
文
化
ふ
れ
あ
い

財
団
、
八
王
子
市
協
働
推
進
課
、

都
議
、
市
議
の
方
々
が
ご
来
場
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
八
王
子
芸
術
祭
の
関

連
事
業
と
し
て
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

を
同
時
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、

両
日
と
も
百
人
を
超
え
る
観
客
で

賑
わ
い
、
芸
術
祭
へ
の
エ
ー
ル
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

文
化
祭
に
お
き
ま
し
て
は
地
域

力
を
集
め
た
模
擬
店
や
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
す
べ
く
カ
ラ

オ
ケ
や
芸
能
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

に
挑
む
人
々
で
輝
い
て
お
り
、
作

品
展
に
は
自
信
作
が
並
べ
ら
れ
、

そ
の
作
品
の
一
つ
一
つ
を
じ
っ
く

り
と
鑑
賞
さ
れ
て
い
る
方
々
が
印

象
的
で
し
た
。

　

今
後
も
中
野
市
民
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り
が
中
野
地
域
の
人
が
集
ま
る

場
所
と
な
り
、
多
世
代
の
皆
さ
ま

が
楽
し
め
る
催
し
と
し
て
続
く
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

み
つ
い
台
の
未
来
予
想
図
を

　
　
　
　
　
　
　

考
え
る
会

　
　
　
　

み
つ
い
台　

赤
田　

茂

　

十
一
月
九
日
、「
く
つ
ろ
ぐ
・

つ
ど
う
・
あ
そ
ぶ
！
」
を
テ
ー
マ

に
、
み
つ
い
台
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

イ
ベ
ン
ト
は
東
京
都
住
宅
政
策
本

部
住
宅
企
画
部
の
主
催
の
も
と
、

住
民
有
志
に
よ
る
実
行
委
員
会
、

株
式
会
社
H
I
T
O
T
O
W
A
、

株
式
会
社
オ
ー
プ
ン
・
エ
ー
、
工

学
院
大
学
藤
賀
研
究
室
、
八
王
子

市
、
み
つ
い
台
自
治
会
の
協
力
に

よ
り
実
現
し
ま
し
た
。
み
つ
い
台

パ
ー
ク
フ
ェ
ス
は
「
み
つ
い
台
の

未
来
予
想
図
を
考
え
る
会
」
で
生

ま
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
基
盤
と
し

た
、
公
園
活
用
の
ト
ラ
イ
ア
ル
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
当
日
は
、
焚
火
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
工
学
院
大
学
サ

ー
ク
ル
に
よ
る
照
明
展
示
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
、
健
康
体
操
、
ア
ウ

ト
ド
ア
リ
ビ
ン
グ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
や
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
多
様
な

企
画
が
行
わ
れ
、
幅
広
い
世
代
が

参
加
し
交
流
と
憩
い
を
楽
し
み
ま

し
た
。
今
後
も
活
動
を
広
げ
て
い

く
た
め
、
一
緒
に
企
画
や
運
営
に

参
加
し
て
く
だ
さ
る
仲
間
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
最
新
情
報
は

I
n
s
t
a
g
r
a
m
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
に
て
随
時
発
信
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

東
二
町
会
・
東
三
町
会
の

　
　
　
　
　

合
同
防
災
訓
練

　
　
　

東
二
町
会　

福
西　

早
苗

　

中
野
町
東
二
丁
目
町
会
、
中
野

町
東
三
丁
目
町
会
の
合
同
防
災
訓

練
を
十
月
二
十
五
日（
土
）に
実
施

し
ま
し
た
。

　

小
雨
模
様
の
天
気
で
し
た
が

「
自
分
た
ち
の
街
は
、
自
分
た
ち

で
守
る
」
の
理
念
に
基
づ
き
自
助

共
助
の
精
神
を
共
通
の
認
識
と
し

て
、
地
域
の
防
災
意
識
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
特
別
に
中
野
北
小
児
童

も
参
加
し
ま
し
た
。

　

場
所
は
市
立
中
野
北
小
学
校
の

校
庭
で
実
施
さ
れ
、
雨
降
り
の
中

八
十
五
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
午

前
九
時
か
ら
東
二
副
会
長
石
樵
氏

の
進
行
で
、
東
二
、
東
三
の
町
会

長
挨
拶
、
北
小
学
校
の
小
林
校
長

及
び
楢
原
出
張
所
の
高
橋
小
隊
長

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

山
王
病
院
の
皆
様
も
ご
参
加
く
だ

さ
り
防
災
訓
練
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
、
四
班
に
分
か
れ

て
訓
練
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
訓
練
、
煙
体
験
、

消
化
器
の
放
水
訓
練
、
ス
タ
ン
ド

パ
イ
プ
の
放
水
訓
練
等
の
体
験
を

し
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
参
加
者
全
員
に
非
常

食
が
支
給
さ
れ
訓
練
を
終
了
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
一
人
は
「
非
常
時
に

今
日
の
訓
練
の
成
果
を
出
せ
る
か

心
配
で
す
。
し
か
し
防
災
意
識
の

向
上
に
役
立
ち
認
識
を
高
め
た
こ

と
は
非
常
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。」
と
の
コ
メ
ン
ト
で
し
た
。


